平成１９年豊川市議会第３回定例会一般質問一覧表（通告順）①
	通 告
月 日
	８・１７
	通  告  者  名
	米　谷　俊　子

	
	
	質問の種別
	一般質問

	
	
	質問の方式
	一括質問方式

	
	
	答弁を求める者
	市    長・関係部長

	発　　　　　　　　言　　　　　　　　の　　　　　　　　要　　　　　　　　旨
	１　下水道事業の現況と今後の拡張計画について

家庭や工場などから排出される汚水の増加は、自然環境を悪化させる大きな原因となっており、これらの生活排水や工場排水による河川や海の水質汚濁を防ぐため、国において環境基本法・水質汚濁防止法・下水道法などの法律が定められています。

本市においても、これらを基に環境基本計画・生活排水対策推進計画や下水道基本計画が策定され、公共下水道については、昭和47年度に事業着手し、昭和55年度に供用がはじまりました。

そして、これからも排水処理施設を計画的に整備することが必要不可欠であります。現在、公共下水道事業として第８次拡張区域内の整備を進めながら、旧一宮町との合併後初めてとなる第９次拡張計画を策定中であると伺っています。

そこで、次の点についてお伺いします。

（１）　下水道事業の整備状況と第９次拡張計画について

（２）　受益者負担金について

（３）　本市の水洗化率及び未接続者の対応について

２　上水道の整備状況と今後の更新方針について

本市は豊潤な地下水に恵まれた農村地帯であったため上水道の発祥は遅れ、創設は、昭和14年海軍が豊川海軍工廠を建設し、創業するに先立ち、軍関係施設へ給水するため建設されたものに端を発し、その後、敗戦となり、旧海軍から水道施設の維持管理を条件として、無償貸与により豊川市が昭和23年に上水道事業許可を受け、本格的に事業を開始したと伺っています。

また、旧海軍が布設した送水管が残存し、その後に布設した石綿セメント管等の災害に弱い老朽管等もあるとのことですが、水道は、あらゆる施設の基盤をなすもので、その整備、更新、拡充は、欠くことのできない重要な課題です。

そこで、次の点についてお伺いします。

（１）　市内に布設されている上水道管の布設状況について

（２）　市内の老朽管の対応と今後の更新方針について


平成１９年豊川市議会第３回定例会一般質問一覧表（通告順）②－１
	通 告
月 日
	８・２０
	通  告  者  名
	高　橋　智　之

	
	
	質問の種別
	一般質問

	
	
	質問の方式
	一問一答方式

	
	
	答弁を求める者
	市    長・関係部長

	発　　　　　　　　　言　　　　　　　　　の　　　　　　　　　要　　　　　　　　　旨
	１　基本構想について
　　市長は、先の６月議会において、来月行われる市長選挙に再度出馬されることを表明された。そして、この２期８年の成果とともに、次期４年間の構想をマニフェストとして公表した。

　　そこで、市長に伺う。

(１)　新市民病院について

①　最近、東三河市構想や、消防の広域化も進んでいる。そこで本市が病院を建設するにあたり、豊橋市、蒲郡市、新城市など各市民病院との広域連携についてどうあるべきか考えておく必要があると思う。

広域連携の考え方、並びに、その中での本市の病院の位置づけについて伺う。

②　市長は今年の６月議会の答弁で、「早期開院が第３期目の私の使命｣と述べられたが、昨年６月建設場所を諏訪地区と決定以来1年以上が過ぎたが、どのような状況なのか、併せて現在の遅れは想定内なのか想定外なのか伺う。

(２)　防災について

昨年、私は「防災無線」について質問した。その時の骨子は、「旧一宮町の同報系防災無線が平成２年より稼働のため機器の切り替えの時期が近づいているが、旧豊川市民世帯抜きに切り替えることは認められない」と言うものであった。その答弁として「総合的に研究していく｣というものであった。その後の情勢は大きく変化した。

本市でも来年１月合併する、音羽町・御津町ともに防災無線を各家庭に装備し、町民に日常的に行政の情報が提供されている。どう対応されるのか伺う。

(３)　友好都市について

「百聞は一見に如かず」という諺がある。

今、本市ではキュパティーノ市と30年間のお付き合いとなっている。多くの市民が今までに「行って、見て、聞いてきた」と思う。見聞を広めるには良いことである。

今年の３月議会の一般質問に、「新たなる友好姉妹都市締結に前向きである」との答弁があった。その目的として、「フィリピンは観光、中国は産業、経済的つながりと、文化交流、青少年の交流など様々な可能性がある」とも答弁されている。しかし、本市の厳しい財政状況から、今、姉妹提携都市を増やし本市予算を振り向けるのは、よく言われる「あれかこれか」の選択ではなく「あれもこれも」に繋がりかねないと心配される処である。真意を伺う。


平成１９年豊川市議会第３回定例会一般質問一覧表（通告順）②－２
	通 告
月 日
	８・２０
	通  告  者  名
	高　橋　智　之

	
	
	質問の種別
	一般質問

	
	
	質問の方式
	一問一答方式

	
	
	答弁を求める者
	市    長・関係部長

	発　　言　　の　　要　　　旨
	(４)　街の活性化について
昭和18年３町一村の合併により豊川市が誕生した。

本市では、２つの区画整理事業（国府駅周辺から八幡町と豊川町）と稲荷門前の表参道景観整備（豊川町）や中心市街地活性化事業（諏訪町）に力点を置き積極的に事業展開を図っている。何とか「活力ある街としたい」との思いは十分伝わってくる。しかし、取り残された街はどうすればよいのか何らかの方針を示すべきである。

残された街は商店街を始めとして疲弊している。人口減少、高齢化率の増大そして、街中には空き地や、空き家が増えている。防犯・防災の面からも心配される。「何とかせねば」の思いが募るばかり。

そこで伺う。

①　取り残された商店街と街の活性化について

②　人口減少を食い止める策と新たな線引きの見直しについて


平成１９年豊川市議会第３回定例会一般質問一覧表（通告順）③
	通 告
月 日
	８・２２
	通  告  者  名
	柳　田　通　夫

	
	
	質問の種別
	一般質問

	
	
	質問の方式
	一問一答方式

	
	
	答弁を求める者
	市    長・関係部長

	発　　　　　言　　　　　の　　　　　要　　　　　旨
	１　「豊川市行政改革大綱」の取り組み状況について
地方分権が進行する中、地方自治体の独り立ちが求められていることは周知のとおりである。
こうした状況下において、地方自治体は地方自治という基本原理に立ち返り、サービス精神と経営的感覚に立脚し、既存の枠組みや従来の発想に捉われない行政改革の積極的な実行が望まれる。

当市においては、第５次豊川市総合計画にリンクした豊川市行政改革大綱で、その取り組みが公表されている。この大綱によれば、平成19年度からの３ヵ年で、64項目について見直しを行い、その効果金額は、19年度では約1.3億円、20年度は0.93億円、21年度は1.1億円を見込み、３ヵ年の累積効果金額は7.4億円の削減を目標としている。

昨今の三位一体改革において、普通交付税が大幅に削減された今、当市の財政も心配されるところでありますが、この行政改革の大きな効果金額に期待を寄せていることも事実である。

そして、市職員のみならず市民の協力も得て、行政の改革を行っていくことは、地方自治体の「自立」を考える上では大変心強いものを感じますし、スピードを上げて全力で取り組んでいただくことを市民は期待をしているわけである。

そこで、「豊川市行政改革大綱」における19年度の取り組み状況や推進体制などについてお伺い致します。


平成１９年豊川市議会第３回定例会一般質問一覧表（通告順）④
	通 告

月 日
	８・２３
	通  告  者  名
	岩　倉　一　夫

	
	
	質問の種別
	一般質問

	
	
	質問の方式
	一括質問方式

	
	
	答弁を求める者
	市    長・関係部長

	発　　　　言　　　　の　　　　要　　　　旨
	１　東三河環状線の現状について
　　「東三河環状線」は、愛知県が整備を進めている事業であることは、承知していますが、本市市民の皆さんの市民活動や経済活動に、日々直結している道路です。

そこで、伺います。
(１)　本市内の事業全体の現状について
(２)　安全対策等について
(３)　開通見通し等、今後のスケジュールについて
２　小学校の英語教育の現状について

　　2003年から研究開発学校設置事業特区を開始、全国合計67の自治体で、小学校での英語を正式な科目として認めているが、2008年以降正規の授業として英語を選択できるとのこと。

　　そこで、伺います。

　(１)　その後、67の自治体の動向は、どうなっているのか。また、本市において2008年以降の英語活動をどのように考えているのか。

　(２)　本市の今日までの活動状況と今後の進め方について。


平成１９年豊川市議会第３回定例会一般質問一覧表（通告順）⑤
	通 告

月 日
	８・２３
	通  告  者  名
	太　田　直　人

	
	
	質問の種別
	一般質問

	
	
	質問の方式
	一問一答方式

	
	
	答弁を求める者
	市    長・関係部長

	発　　言　　の　　要　　旨
	１　外国籍住民との共生について
　　今や、日本における外国籍住民の数は、一昨年200万人の大台を超えて、現在も増加中と言われております。

本市においても、外国籍住民が5,000人を超え、街中やスーパーで普通に外国人の方を見かけるようになって、ずいぶんと経ちました。外国籍住民の増加に伴い、本市の第５次総合計画にもあるように、外国籍住民とうまく共生していくことは、重要課題であると考えます。

そこで、近年の外国籍住民の人口と増加状況について、この地域の特徴は何なのか。また、転入に当たって、受け入れの条件や審査等は行われているのか。さらに、そうした中で、どのような課題、問題点が挙がっているのか。それらの課題に対して、どのような対策を考えているのか伺います。


平成１９年豊川市議会第３回定例会一般質問一覧表（通告順）⑥
	通 告
月 日
	８・２３
	通  告  者  名
	牧　田　千枝子

	
	
	質問の種別
	一般質問

	
	
	質問の方式
	一括質問方式

	
	
	答弁を求める者
	市    長・関係部長

	発　　　言　　　の　　　要　　　旨
	１　全国学力・学習状況調査について
　　本年度４月24日、1964年（昭和39年）以来、43年ぶりに全国一斉に実施された「全国学力・学習状況調査」は、小学校６年生と中学校３年生全員を対象とし、全国で33,000校、240万人もの子どもたちが受け、学校の参加率は99パーセントにのぼるそうです。

およそ77億円の国費が投じられ、問題作成は「国立教育政策研究所」、集計・分析・配達等は、民間業者に委託ということです。

そこで、以下伺います。
　(１)　愛知県と本市の実施校数と受験者数について。
　(２)　抽出調査でなく、悉皆調査であったことをどう考えるか。
　(３)　本市がこの調査に参加した理由は何か。

　(４)　氏名を記入せず、番号方式でよいとする連絡文書を文部科学省は出したが、本市の対応は。また、近隣市町村の対応はどうか。


平成１９年豊川市議会第３回定例会一般質問一覧表（通告順）⑦
	通 告
月 日
	８・２４
	通  告  者  名
	野　中　泰　志

	
	
	質問の種別
	一般質問

	
	
	質問の方式
	一問一答方式

	
	
	答弁を求める者
	市    長・関係部長

	発　言　の　要　旨
	１　新市における、森林行政について
　　来年、音羽町・御津町が本市と合併し、新しくできる新豊川市における市域の約36パーセントが山林地区になるわけですが、それぞれの市町が合併前に、主に財政的理由により森林組合を解散しております。

防災・防犯の観点からも、新たな管理体制が必要になると考えるが、今後の新市における取り組みについて伺う。


平成１９年豊川市議会第３回定例会一般質問一覧表（通告順）⑧
	通 告
月 日
	８・２４
	通  告  者  名
	石　原　政　明

	
	
	質問の種別
	一般質問

	
	
	質問の方式
	一問一答方式

	
	
	答弁を求める者
	市    長・関係部長

	発　言　の　要　旨
	１　本市におけます防災対策について
近い将来、駿河湾沖を震源とするマグニチュード８クラスの「東海地震」が起こると予想されています。

豊川市は、平成14年４月24日に東海地震の「地震防災対策強化地域」に指定され、震度６以上の揺れが想定され、大きな被害が生じる恐れが心配されています。

強化指定され、５年余りが過ぎた今日、いままで取り組まれた事業の進捗状況をお伺いいたします。


平成１９年豊川市議会第３回定例会一般質問一覧表（通告順）⑨
	通 告
月 日
	８・２４
	通  告  者  名
	今　泉　淳　乙

	
	
	質問の種別
	一般質問

	
	
	質問の方式
	一問一答方式

	
	
	答弁を求める者
	市    長・関係部長

	発　　　　　　言　　　　　　の　　　　　　要　　　　　　旨
	１　一宮総合支所が抱える諸問題について
　　一宮町との合併も、昨年２月１日から約１年半を経過し、住民の窓口である総合支所では、豊川、一宮の違いの中、とまどい・苦労もあったかと思います。

そこで、次の点について伺う。

　(１)　合併による一宮地域の変化

　(２)　一宮地域の住民感情、市民の意識

　(３)　旧一宮町職員と旧豊川市職員の一体化

　(４)　総合支所の組織のあり方

２　救急業務と一宮出張所の現状について

　　平成３年に救急救命士法が制定され、救命率の向上が図られてきました。救急出場件数は、年々増加し続け、救急業務は住民の安全を確保する上での、必要不可欠な行政サービスとして定着しています。

　　また、救急体制の充実として、一宮出張所に救急車が配備され、本年４月から運用が開始された。

　　そこで、次の点について伺う。

　(１)　救急車の出場件数が、全国的に増加し続けている状況となっている中、本市の救急業務の実施状況
　(２)　一宮出張所へ救急車を配備したことによる現状

　(３)　救急車と消防車の乗り換え出動


平成１９年豊川市議会第３回定例会一般質問一覧表（通告順）⑩
	通 告
月 日
	８・２４
	通  告  者  名
	安　間　寛　子

	
	
	質問の種別
	一般質問

	
	
	質問の方式
	一括質問方式

	
	
	答弁を求める者
	市    長・関係部長

	発　　　　　　　言　　　　　　　の　　　　　　　要　　　　　　　旨
	１　後期高齢者医療制度について
　　

　　来年度からはじまる後期高齢者医療制度について、市民から不安の声があがっているが、市としての考えと対応について、以下の点を伺う。
　(１)　保険料など高齢者の負担増について

　(２)　資格証明書の発行について

　(３)　「診療報酬の定額制」などで、医療関係者の要望等の把握と対応について

　(４)　市民への周知や市民の不安に対する相談体制などについて
２　市民病院における多文化共生の推進について
　　外国人市民から要望の強い市民病院の充実について、以下伺う。
　(１)　通訳体制の充実について

　(２)　語学をはじめとした職員の研修について

　(３)　近隣市との情報交換や連携について
３　大木区画整理事業について
　　旧一宮町との合併に際し、大木区画整理事業の着実な推進は住民との約束であったが、その後の進捗状況に対して、心配の声もあがっている。大木区画整理の現状について、以下の点について伺う。
　(１)　進捗状況及び問題点について

　(２)　住民への現状の説明など、市の説明責任について

４　子どもの医療費無料化の拡大について


平成１９年豊川市議会第３回定例会一般質問一覧表（通告順）⑪
	通 告
月 日
	８・２４
	通  告  者  名
	冨　田　　　潤

	
	
	質問の種別
	一般質問

	
	
	質問の方式
	一括質問方式

	
	
	答弁を求める者
	市    長・関係部長

	発　　言　　の　　要　　旨
	１　選挙の開票事務について
平成19年は、豊川市にとって選挙イヤーです。県知事選挙、県議会議員選挙、市議会議員選挙、参議院議員選挙、市長選挙と、数多くの選挙が行われます。

また、年明けには合併に伴う市議会議員の増員選挙が行われる予定になっています。選挙のたびに費用もかさみますし、職員の負担も増えます。

新聞紙上でも、１秒の短縮にノウハウがあると書かれていました。各地の自治体では、開票作業を迅速化することによって様々な効果が出ています。

そこで、本市の開票事務に関することをお伺いします。

(１)　開票作業を迅速に終了させることについて、どう考えているか。
(２)　これまでの開票作業に関して改善してきた点と、これからの課題について。


平成１９年豊川市議会第３回定例会一般質問一覧表（通告順）⑫
	通 告
月 日
	８・２４
	通  告  者  名
	西　川　米　子

	
	
	質問の種別
	一般質問

	
	
	質問の方式
	一問一答方式

	
	
	答弁を求める者
	市    長・関係部長

	発　　　　言　　　　の　　　　要　　　　旨
	１　新市民病院建設問題及び中心市街地活性化問題について
諏訪地区に建設が予定されている病院建設問題は、市民の最大の関心事であります。

先日、「新市民病院基本構想策定委員会」の初会合があり、建設に向けて着々と進んでいるものと認識いたしております。

また、中心市街地における都市機能の増進及び経済の活力の向上に向けて、総合的かつ一体的に推進することを目的とする「豊川市中心市街地活性化協議会」が設置されました。

本市の新市民病院建設及び本市の中心市街地活性化について、現在の進捗状況、抱える諸問題、今後について、お伺いいたします。
２　豊川市交通安全について
毎日のように交通死亡事故のニュースが耳に入り、いたたまれない気持ちで一杯です。

本市では、第８次豊川市交通安全計画が、「市民参加による安全、円滑かつ快適な交通社会の実現」を目指し、定められております。

本市の交通安全対策の現状、取り組み、今後の課題について、お伺いいたします。
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	通 告
月 日
	８・２４
	通  告  者  名
	佐　藤　郁　恵

	
	
	質問の種別
	一般質問

	
	
	質問の方式
	一括質問方式

	
	
	答弁を求める者
	市    長・関係部長

	発　　　　　　　　　言　　　　　　　　　の　　　　　　　　　要　　　　　　　　　旨
	１　音羽・御津との合併の予想される問題への改善策について
　　豊川市、音羽町、御津町の合併が、ほぼ行われる見通しになった。合併を急ぎ、多くの問題を残しているだけに、住民の意見をよく聞きながら、予想される問題点の改善に誠意をもって努めなければならないと思う。

　　そこで、以下のお考えについて伺う。

　(１)　市役所や病院に来るための公共交通、巡回バスの設置の考え方について
　(２)　支所に、福祉、土木、相談窓口等を置く考えについて、また、旧一宮町住民への合併後の行政サービスに対する意識調査の考えについて
　(３)　音羽町、御津町の分庁方式の有無の検討状況について

２　生活困難な市民への対応策について
　　お年寄、子育て世代、中小業者等、生活の厳しい市民が、安心して住み続けられるまちづくりこそ、今求められると思う。

　　以下、お考えを伺う。

　(１)　国保料値下げ、減免制度の考え方について

　(２)　生活資金貸付制度等について

　(３)　多重債務者相談窓口について

３　中心市街地基本計画策定の考え方について
　　本市の重要課題、市民病院建設とともに、中心市街地基本計画がつくられようとしている。建設計画は、極力無駄を省くという考え方は欠かせないと思うが、以下、考え方を伺う。

　(１)　市民病院建設の財政計画について、合併協財政推計上の予測について

　(２)　中心市街地基本計画づくりにあたっての基本的な考え方について、これまでの計画と今後の方向性について

４　陸上自衛隊の行軍、水防訓練への小型軽装甲機動車の展示の認識と対応について

　　海軍工廠被爆のまちとして、非戦のメッセージの発信こそ必要と思うが、陸上自衛隊の行軍、水防訓練時のイラク派遣時の小型軽装甲機動車等の展示について、どのような認識をもっているのか。
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	通 告
月 日
	８・２４
	通  告  者  名
	小　林　琢　生

	
	
	質問の種別
	一般質問

	
	
	質問の方式
	一問一答方式

	
	
	答弁を求める者
	市    長・関係部長

	発　　　言　　　の　　　要　　　旨
	１　図書館・図書室の整備、充実について

図書館は、生涯学習の振興を図る上で、住民の身近にあって学習活動を支援する極めて重要な社会教育施設であります。複雑化する社会の様々な変化に伴って、高度化・多様化する住民の学習要求にも適切に対応する必要があり、整備、充実の望まれる施設であります。

国においては、平成13年に公立図書館の健全な発展に資することを目的に、「公立図書館の設置及び運営上の望ましい基準」が定められ、新たな情勢に対応するための指針が出されております。

豊川市においては、中央図書館の完成と利用者のニーズに応える中で、利用者・貸出冊数とも増加をしています。しかし、さらなる充実と、今後の合併を踏まえ、人口の増加、地域の広がりの中で、今後の方針について伺います。

　(１)　豊川市中央図書館と公民館内の図書室の状況をどのように考えているのか。

　(２)　合併に伴う、音羽町・御津町の図書館の位置づけについて伺う。

　(３)　一宮生涯学習会館の充実について伺う。
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	通 告
月 日
	８・２４
	通  告  者  名
	大　嶽　理　恵

	
	
	質問の種別
	一般質問

	
	
	質問の方式
	一括質問方式

	
	
	答弁を求める者
	市    長・関係部長

	発　　　　言　　　　の　　　　要　　　　旨
	１　幼保一元化への取り組みについて

幼稚園は文部科学省の管轄、保育園は厚生労働省の管轄であるのを一元化し、両者の良さを生かして、より充実した教育、より充実した保育を目指す、幼保一元化への取り組みが国の方策としても示されていますし、各自治体においても議論が重ねられております。
　(１)　多様化する子育て環境の中で、親の就労形態に関わらず幼稚園、保育園のそれぞれの良さを生かしながら、十分な教育、十分な保育が受けられるシステムづくりが必要だと考えます。

　　　　そこで、幼保一元化の必要性について、市の考えを伺います。

　(２)　その中でも、平成18年から「認定こども園」という制度が文部科学省と厚生労働省の連携によりスタートをし、これはまだまだ問題が残る中でも、幼保を一元化した施設として、親が仕事をやめたら、子どもも保育園をやめざるを得ないような状況を解消したり、子育て家庭の集える場としての方向性についても、時代の要請に近いものだと考えます。

　　　　「認定子ども園」の設置などの概要と、本市の幼稚園、保育園の状況、現時点で本市における「認定子ども園」の設置についての考え方を伺います。
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